
Ａグループ 【駄菓子屋カフェ】

○土間の部分に駄菓子屋さんみたいにお菓子を置いて、カフェみたいに集まったり

お茶できたらいいなぁということになりました。

Ｂグループ 【宿泊施設】

○イベント時は催し物としてひなまつりのおこしものを提供したりする。

○ターゲットは主に外国の方

○実際に泊まってもらい、古い日本を体験してもらいたい。

Ｃグループ 【駄菓子屋と子どもが遊べる施設】

○リノベーションして駄菓子屋は今の古民家の雰囲気を活かす。

○周りの公園を使って子ども達が遊べる施設にしたい。

Ｄグループ 【宿泊施設、和カフェ、昔遊びが出来る場】

○外国の方の観光客向けで、和風な所で泊まれる古民家的な宿泊施設

○今人気の和カフェをつくる

○「長久手の昔ながらの生活体験」のできる施設

○公園の一角として開放され昔ながらの遊びができる場所として利用する

愛知工業大学（建築）、愛知県立大

学（歴史）、愛知学院大学（まちづく

り）、名古屋外国語大学（まちづくり）、

の近隣４大学の学生に集まってもら

い、それぞれの専門分野から、古民家

の活用案について話し合ってもらい

ました。

まずは話し合う前に古民家につい

て、文化財保護審議会会長の愛知工業

大学杉野教授にレクチャーを頂き、実

際に古民家を見学した後にグループ

ごとに話し合って頂きました。

杉野先生のお話

古民家見学

グループワークの様子

古民家見学会と題して、普段日本語を勉

強している外国人の方とボランティアの

方に集まってもらいました。

古民家を実際に見てもらい、見た感想や

古民家でやってみたいことを聴きました。

思い思いに見学されていました
入口の床にある焼き物に興味津々です

〇当時の日本人の暮らしを思い浮かべれた。

〇ぜひ日本の建物を大事に守っていってほしい。

〇置いてある物をただ見るのではなく、映像を使った解説やガイドがあるといい。

〇見るだけでなく実際に長久手の古い暮らしを体験できる仕組みがあるとよい。

〇古民家で泊まってみたい。

〇日本の寝室は家族一緒だけどヨーロッパでは別々の個人の部屋なので、違いが

あって面白かった。

〇古民家メンテナンス体験ができると楽しそう。

〇子どもが遊べる広場があるとよい。

〇英語のガイドがあるとよい。

〇外国の方は体験が大好き。とにかく自分で何か体験できるとよい。体験がある

とツーリストが来てくれる。

〇自然の素材を使って建てられているのが一番興味深かった。

〇入口に陶器のタイル板があるが、初めて見たのでぜひ残してもらいたい。

〇屋外でも農作業体験できるといい、アジアの人は自国との違いを体験できると

思う。

〇お団子も食べるだけじゃなくて、作るところからの体験ができるといい。

質問が止まりませんでした

古民家を見てみた主な感想ややってみたいこと


